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S U M I R E  T I M E S

年
に
一
度
し
か
拝
観
で
き
な
い
お
寺

　

称
名
寺
は
、
文
永
2
年
（
1
2
6
5
・
鎌
倉
時
代
）

に
興
福
寺
の
学
僧
が
常
行
念
仏
の
道
場
と
し
て
創
建
し

ま
し
た
。
当
初
は
興
福
寺
の
別
院
で
、
興
北
寺
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
以
後
、
興
福
寺
か
ら

離
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

1
7
0
0
年
代
（
江
戸
時
代
）
に
、
二
度
に
渡
る

火
災
に
よ
り
諸
堂
が
す
べ
て
焼
失
。
四
十
年
の
歳
月
を

か
け
て
、享
和
2
年
（
1
8
0
2
）
に
本
堂
と
茶
室
「
独

盧
庵
」
の
み
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
に
は
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
仏
像
が
あ
り
ま
す
が
、
5
月

15
日
の
「
珠
光
忌
」
以
外
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
境
内
に
あ
る
、約
1
9
0
0
体
も
の
石
仏
が
ぎ
っ

し
り
並
べ
ら
れ
た
千
体
地
蔵
尊
は
、
圧
巻
の
迫
力
が
あ

り
、
一
般
の
信
仰
を
厚
く
し
て
い
ま
す
。

侘
び
茶
の
始
祖
・
村
田
珠
光
ゆ
か
り
の
地

　

称
名
寺
は
、
侘
び
茶
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
村
田
珠

光
（
1
4
2
2
～
1
5
0
2
・
室
町
時
代
）
ゆ
か
り
の

寺
で
す
。
侘
び
茶
は
千
利
休
が
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
有

名
で
す
が
、
村
田
珠
光
は
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
に
、
侘

び
茶
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

奈
良
に
生
ま
れ
た
珠
光
は
、
11
歳
の
時
に
出
家
、
称

名
寺
の
小
僧
さ
ん
と
し
て
入
寺
し
ま
し
た
。
20
代
に
な

る
と
一
旦
帰
俗
し
て
世
俗
の
生
活
へ
戻
り
、
京
都
で
能

阿
弥
に
師
事
し
ま
す
。
そ
こ
で
茶
の
湯
を
習
い
、
大
徳

寺
の
一
休
宗
純
か
ら
学
ん
だ
禅
の
精
神
を
基
に
、
侘
び

茶
の
基
礎
と
な
る
礼
式
作
法
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
足

利
義
政
の
茶
道
師
範
に
な
る
な
ど
、
名
を
馳
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
珠
光
で
し
た
が
、
10
年
に
渡
っ
て
続
く
応
仁

の
乱
で
の
世
情
不
安
か
ら
、
奈
良
へ
疎
開
し
て
称
名
寺

に
戻
り
ま
し
た
。
40
代
後
半
頃
の
こ
と
で
す
。

　

珠
光
は
な
ぜ
称
名
寺
を
出
て
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
の

か
、
伊
藤
尚
瑞
住
職
に
伺
う
と
、「
小
僧
さ
ん
の
頃
か

ら
茶
を
好
み
，
闘
茶
（
お
茶
の
味
や
香
り
な
ど
を
見
て

茶
の
種
類
を
判
断
す
る
賭
け
茶
）
に
精
通
し
て
い
た
そ

う
な
の
で
、
僧
侶
と
の
二
足
の
草
鞋
の
一
足
を
脱
い
だ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
殻
を
割
っ
て
外
に

飛
び
出
し
、
新
し
い
世
界
を
作
り
出
す
感
性
み
た
い
な

も
の
を
お
持
ち
の
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
茶
の
湯
の

才
を
生
か
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
彼
が
あ
の
ま
ま
称
名

寺
で
修
業
を
続
け
て
い
た
ら
、
今
の
茶
道
は
な
か
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
後
年
に
な
っ
て
奈
良
に
戻
ら

れ
た
の
は
、
現
代
で
も
若
い
頃
に
故
郷
を
離
れ
た
人
が

年
を
と
っ
て
か
ら
戻
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
と
同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
珠
光
さ
ん
に

と
っ
て
称
名
寺
は
原
点
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
ね
。」

珠
光
の
命
日
に
毎
年
行
わ
れ
る
「
珠
光
忌
」

　

そ
れ
ま
で
十
八
畳
の
広
い
和
室
で
行
わ
れ
て
い
た
華

美
で
豪
華
だ
っ
た
書
院
茶
に
対
し
て
、
珠
光
は
そ
の
和

室
を
四
分
の
一
に
仕
切
っ
た
四
畳
半
の
茶
室
を
用
い
て
、

敬
と
礼
を
重
ん
じ
る
簡
素
な
侘
び
茶
の
基
礎
を
確
立
し

ま
し
た
。
称
名
寺
に
は
、
珠
光
が
設
け
た
「
独
盧
庵
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
二
度
の
火
災
で
焼
失
、
現
在
あ
る

の
は
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
伊
藤
住
職
に
よ
る
と
、「
珠

光
さ
ん
は
あ
る
も
の
を
使
う
と
い
う
精
神
の
方
で
ね
。

竹
藪
か
ら
竹
を
切
っ
て
茶
匙
を
作
っ
て
み
た
り
、
朝
鮮

の
雑
器
を
茶
碗
に
し
た
り
、
考
え
方
が
実
用
的
な
の
で

す
。
だ
か
ら
、
い
ま
の
独
盧
庵
も
珠
光
さ
ん
の
精
神
を

受
け
継
い
で
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
ま
す
。
珠

光
さ
ん
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
、
に
じ
り
口
が
あ
り
ま

す
し
、
移
動
式
の
土
壁
と
襖
に
よ
っ
て
三
畳
と
一
畳
半

に
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
茶
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。」
な

すみれ倶楽部会員様に年２回、日々の暮らしをちょっと楽しくしてくれる、素敵な情報をお届けしています。

ぜ
三
畳
と
一
畳
半
に
仕
切
る
必
要
が
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、「
火
災
で
焼
失
し
た
本
堂
や
茶
室
を
再
建
す
る
た
め

に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
一
乗
院
や
大
乗
院
の
方
々
を
お
も

て
な
し
す
る
た
め
に
考
え
た
方
法
だ
っ
た
の
で
す
。
四

畳
半
の
茶
室
に
て
、
護
衛
の
方
が
す
ぐ
横
に
お
ら
れ
て

は
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
部
屋
を
小
さ
く
仕
切
り
、
護
衛
の
方
の
控
室

と
し
て
分
断
し
た
わ
け
で
す
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
独
盧
と
は
、
孤
独
を
楽
し
む
と
か
、

自
分
を
見
つ
め
直
す
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　

珠
光
は
、
文
亀
２
年
（
1
5
0
2
）
５
月
15
日
に
80

才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
称
名
寺
で
は
、
毎
年
ご
命
日

に
「
珠
光
忌
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
本
堂

に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
、
釈
迦
如

来
、
弥
陀
如
来
の
三
尊
が
拝
観
で
き
、「
独
盧
庵
」
の
見

学
や
お
抹
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

創
建
年
代
不
詳
の
石
仏
群
、
千
体
地
蔵
尊

　

境
内
の
東
側
に
あ
る
千
体
地
蔵
尊
は
、
戦
国
武
将
・

松
永
久
秀
が
永
禄
2
年
（
1
5
5
9
・
戦
国
時
代
）
に

多
聞
城
を
築
城
す
る
際
に
、
奈
良
盆
地
か
ら
集
め
た

地
蔵
石
造
で
、
そ
の
落
城
の
後
に
多
数
散
乱
し
て
い

る
の
を
称
名
寺
の
第
19
代
観
阿
上
人
が
、
貞
享
年
間

（
1
6
8
4
〜
1
6
8
8
）
に
蒐
集
し
合
祀
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
石
仏
の
一
部
に
は
、上
部
に
凸
部
が
あ
り
、

本
来
は
笠
を
被
っ
て
い
る
姿
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
「
お
そ
ら
く
城
壁
ま
で
運
ぶ
際
、
積
む
の
が
面
倒
だ
か

ら
と
取
り
外
し
て
集
め
た
ん
で
し
ょ
う
ね
え
。
多
聞
城

跡
の
若
草
中
学
校
に
も
ま
だ
た
く
さ
ん
の
地
蔵
石
造
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
全
て
笠
は
な
い
ん
で
す
よ

ね
。」
と
伊
藤
住
職
。
普
段
は
、
本
堂
と
茶
室
は
拝
観
不

可
で
す
が
、
境
内
は
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
当
時
の
様

子
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
大
地
の
仏
様
に
手
を
合
わ
せ

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

西
山
浄
土
宗

�

日に
ち

輪り
ん

山ざ
ん 

称し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

拝観データ �
住　所／奈良市菖蒲池町7住　所／奈良市菖蒲池町7

電　話／ 0742-23-4438電　話／ 0742-23-4438

拝　観／�本堂・茶室は5月15日のみ拝　観／�本堂・茶室は5月15日のみ
拝観可拝観可

		 ※それ以外は拝観できません※それ以外は拝観できません
	 �境内はいつでも無料で見学	 �境内はいつでも無料で見学

可（9:00 ～ 16:30）可（9:00 ～ 16:30）

駐車場／ 10台駐車場／ 10台

〈行事案内〉
 5 月15日	 �「珠光忌」
	 （10:00 ～ 15:00）
本堂拝観と茶室見学、お抹茶の接待
1,500円

JR 奈良駅

369

●

● 卍
蓮長寺

教行寺

称名寺
〒

奈良県立大学奈良県立大学

●

奈良市立
大宮幼稚園 ●

● ●

ホテル
アジール・奈良
ホテル

アジール・奈良

44

なら
100年会館

近鉄
奈良駅

ようこそ お寺へ

▲ �本堂

▲ �「独盧庵（どくろあん）」（俗称：珠光庵）

▲ �千体地蔵尊

▲ �村田珠光の碑



すみれ倶楽部にお友達を紹介していただいた会員様に

詳しくはご入会いただいたホールまでお問い合わせ下さい。
をプレゼント!!

QUOカード
1,000円 分

メモリアルホール登美ヶ丘

〒630-0115 生駒市鹿畑町64-1　　〒630-0115 生駒市鹿畑町64-1　　  0120-51-0112 0120-51-0112
ほうれん会館・公益社本社

〒630-8113 奈良市法蓮町413番地　　〒630-8113 奈良市法蓮町413番地　　  0120-23-2115 0120-23-2115
ならやま会館

〒630-8105 〒630-8105 奈良市佐保台奈良市佐保台1-3574-4　　1-3574-4　　  0120-71-4211 0120-71-4211

各地にて乗車
� 8：30

バス

10：00
写経体験

11：30

14：00

川床で昼食
自由散策

箕面大滝 観光
16：00

各地にて降車
� 17：30

バス

※時間の変更がある場合がございます。
　ご了承ください。

- - - - バ ス 旅 行 行 程 表 - - - -

募集人数：25名� 最小催行人員15名　最大25名
※�催行人員に満たない場合は、出発の前日から起算して
　7日前にお知らせいたします。
※�定員数を超えた場合、抽選とさせていただきます。

散策していただきますので、

歩きやすい服装でご参加ください。
（途中、傾斜のきつい所がございます）
川床でのお食事は座敷になります。

日時日時： ： 2024年2024年 55 月月3131日日 金金　　8：30～17：308：30～17：30頃 頃 ※雨天決行・荒天中止

大阪 箕面 川床での贅沢ランチと
箕面大滝で心と体をリフレッシュ！

❖料理旅館「音羽山荘」が提供する春の川
床会席。箕面名産の食材を使い出汁に
こだわった贅沢なランチを川のせせら
ぎ、美しいあおもみじを愉しみながらお
召し上がりください。

❖�「日本の滝百選」に選定されている 
落差33mの大滝。 
究極のパワースポットです。

❖写経体験で精神統一

おすすめ
ポイント

�非会員の方（大人）をお一人同行ごとに

500円 会員様の参加費を割り引きいたします。
例えば、お友達３名同伴の場合、会員様の参加費は

6,000円 となります。

割引

大 人
	 7,500 円

	 （会員様、会員適用範囲の方）

	 8,000 円（非会員）
参加費用

◦乗車場所 メモリアルホール登美ヶ丘、ならやま会館、ほうれん会館�
　降車場所（参加状況により検討いたします）
◦支払方法 �店頭お申し込み時、当日バス乗車前のいずれかに現金でお支払いください。
◦�お申し込みのあった方（代表者様）には、行程表をお送りいたします。

会員様でなくても大歓迎です。
ご家族、お友達お誘い合わせで
どうぞ。日帰りバス旅行

すみれ倶楽部第8回

ご紹介で入会された方には
・・・

お申し込み・お問い合わせ� お申し込みは、お電話かFAXもしくはご来店で

�2024年5月7日17時 まで締切

�すみれ倶楽部事務局 
 0120-23-2115 9時～17時

FAX：0742-26-3338
※�会員番号、氏名、申し込み人数、必ず連絡の取れる
電話番号をお伝えください。

電話

�ほうれん会館、ならやま会館、
メモリアルホール登美ヶ丘来店

�5月8日 
当選された方にはお電話を差し上げます。

抽選日

投票第1位

公益社 お客様の会 公益社 お客様の会 すみれ倶楽部で紹介キャンペーンすみれ倶楽部で紹介キャンペーン

3,0003,000
円円入会金�    キャッシュバック


